
平成２6年 ３ 月 １ ９ 日 水
場   所

問合せ

岸和田市立浪切ホール  1 階 多目的ホール

毎月第３水曜日の夜 7時、岸和田市立浪切ホールで開催するmini 和歌山大学です。

和歌山大学の教員が、地域のみなさまに身近な研究テーマや旬のトピックスをわか

りやすくお話します。申込は不要、参加費は無料、どなたでも参加いただけます。

わだい浪切サロンとはわだい浪切サロンとは

参加無料
申込不要

第 60回 わだい浪切サロン

和歌山大学・岸和田市地域連携事業

和歌山大学岸和田サテライト
岸和田市港緑町 1-1 浪切ホール２Ｆ

Tel＆Fax : 072-433-0875
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南海本線「岸和田」駅下車 徒歩約１０分

日   時
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【E-mail】kishiwadastaff@center.wakayama-u.ac.jp

19:00 ～ 20:30

浪切ホール

　話題提供者　村田　順子
    （和歌山大学教育学部教授）

高齢化する地域社会を考えるシリーズ②

駐車場有（平日終日無料）

地域で支える
高齢期の生活

     近年、高齢期にも住み慣れた地域で暮らし続けることを可能にするため

に、地域包括ケアシステムの構築が目指されています。介護保険制度で提

供されるサービスは地域差が大きく、特に小規模自治体では、在宅生活を

支えるサービスの整備が進んでいません。そのため、公的なサービスに頼

るだけではなく、日常生活に不便や困難を感じている人たちを、地域住民

が関わりながら支えていく仕組みづくりが一層必要とされています。

    どうやって地域の中で高齢期の生活を支えていけばよいのか、支え合う

コミュニティをどう育んでいけばよいのか、事例を通して考えます。
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